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さるふつをもっと好きになる



地
域
と
環
境
問
題 豊

か
な
海
を
守
る
た
め
に

特集

前
浜
清
掃

参
加
者
の
声

第三十八松栄丸漁業協同組合女性部

山森 鋭紀 船頭稲川 由美子 部長

　

前
浜
清
掃
は
毎
回
実
施
日
が
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
お
り
、
雨
が
降
っ
て

い
た
り
、
風
が
強
か
っ
た
り
と
大
変
な

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中
参

加
し
て
く
だ
さ
る
村
民
の
皆
様
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

前
浜
清
掃
を
行
う
中
で
時
折
、
海
外

か
ら
流
れ
着
い
た
ご
み
を
見
か
け
ま

す
。
私
た
ち
も
沖
で
ご
み
を
捨
て
な
い

よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う

い
っ
た
環
境
問
題
へ
の
意
識
や
活
動
が

他
の
国
に
も
伝
わ
れ
ば
良
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
浜
を
歩
き
な
が

ら
「
昔
は
砂
浜
が
も
っ
と
向
こ
う
側
ま

で
あ
っ
た
な
」
と
気
が
付
き
、
ホ
タ
テ

も
水
温
が
上
が
る
と
生
息
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
考
え
た
り
と
、
環
境
に
つ
い
て

の
意
識
の
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の

子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、
こ
れ
か
ら

猿
払
村
の
き
れ
い
な
海
を
受
け
継
い
で

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。　

　

植
樹
運
動
は
例
年
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の

み
を
植
え
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
新

た
な
試
み
と
し
て
、
広
葉
樹
と
合
わ
せ
て

植
え
た
り
、
場
所
を
変
更
す
る
な
ど
の
工

夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
始
め

る
に
あ
た
り
、
組
合
長
や
森
林
組
合
の
方

と
お
話
を
す
る
中
で
、
様
々
な
人
と
関
わ

ら
な
い
と
気
が
付
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
植
え
た
木
が
無

事
に
成
長
し
、
自
分
た
ち
で
始
め
た
取
り

組
み
の
成
果
が
実
る
姿
を
見
届
け
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

　

環
境
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
の
個
人
の
意

識
が
大
切
で
す
。
最
近
は
女
性
部
に
加

入
し
て
く
れ
る
若
い
方
も
増
え
て
き
て

い
る
の
で
、
み
ん
な
で
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
見
学
に
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
捨
て
た
ご
み
が

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
学
ぶ
こ
と

は
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
変
化
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
洋
ご
み
の
多
く
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
発

生
し
た
も
の
で
す
。「
身
近

な
海
を
守
る
」
こ
と
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
の
未

来
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
問

題
に
対
し
、
地
域
全
体
で
取

・
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

の
ご
み
が
多
い
と
感
じ
ま

す
。
環
境
問
題
に
つ
い
て

は
前
浜
清
掃
に
参
加
す
る

前
か
ら
意
識
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て

よ
り
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

・
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た

い
と
思
い
参
加
し
始
め
ま

し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
よ

う
教
え
て
い
ま
す
。

森
林
の
役
割

植
樹
運
動
の
は
じ
ま
り

漁
業
協
同
組
合

女
性
部
の
活
躍

お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動

漁
港
な
ど
の
清
掃
活
動

植
樹
で
海
が
綺
麗
に

な
る
仕
組
み

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
河
川
の
環
境

を
保
ち
、
豊
か
な
漁
獲
を
確
保
す
る

た
め
の
森
造
り
、
そ
し
て
美
し
い
海

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
漁
業

協
同
組
合
女
性
部
を
中
心
に
昭
和
63

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
協
同
組
合
女
性
部
で
は
、
毎

年
、
村
内
の
漁
港
と
い
さ
り
の
碑
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
漁
港
を
き

れ
い
な
状
態
で
保
つ
こ
と
は
、
豊
か
な

村
を
支
え
る
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

漁
業
を
支
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

若
い
部
員
の
方
も
積
極
的
に
参
加
し
て

お
り
、活
発
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
に
あ
る
森
林
は
、
川
を
通
じ
て

海
に
流
れ
込
む
栄
養
分
や
土
砂
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
海
の
生
態
系
を
豊

か
に
保
つ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
森
林
が
水
質
浄
化
、
土

砂
流
出
の
抑
制
、
そ
し
て
海
洋
生
物

の
生
息
環
境
の
維
持
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

水
質
の
浄
化
と

土
砂
流
出
の
抑
制

　

森
林
は
、
雨
水
を
吸
収
し
、
川
の

水
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
ほ
か
に
は

根
を
張
っ
て
土
壌
を
固
定
し
、
土
砂

流
出
を
防
ぎ
ま
す
。
土
砂
流
出
が
少

な
く
な
れ
ば
、
海
へ
の
濁
り
が
減

り
、
水
質
が
向
上
し
ま
す
。

海
洋
生
物
の

生
息
環
境
の
維
持

　

森
林
の
近
く
に
は
、
魚
の
生
息
に

適
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
森
林
が
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
、
魚
や
貝
な
ど
の
海
洋
生
物

が
生
息
し
や
す
く
な
り
、
豊
か
な
海

の
生
態
系
が
保
た
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
土
壌
に
は
、
窒
素

や
リ
ン
な
ど
の
栄
養
分
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
川
を
通
じ
て

海
に
流
れ
込
む
こ
と
で
、
海
洋
生
物

の
成
長
を
促
し
ま
す
。 　

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
前
浜
清
掃
は
平
成
14

年
７
月
14
日
に
「
海
岸
清
掃

事
業
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
知
来
別
か
ら
浜
猿
払
ま

で
の
海
岸
線
（
前
浜
）
33
・

4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
各
地
点

に
分
け
て
清
掃
を
行
い
、
毎

回
多
く
の
住
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
り
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
18
日
に
実
施

し
、
２
７
６
名
が
参
加
。
漂

着
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

約
３
・
７
ト
ン
の
ご
み
を
回
収

し
、
き
れ
い
な
前
浜
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲令和７年のお魚殖やす植樹運動 り
組
む
こ
と
が
、重
要
で
す
。

　

猿
払
村
は
日
本
有
数
の
ホ

タ
テ
の
生
産
地
で
あ
り
、
毛

ガ
ニ
や
サ
ケ
な
ど
も
水
揚
げ

さ
れ
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
海

を
守
る
た
め
に
、、
村
で
は

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲今年の前浜清掃の様子

美しい海を受け継ぐ一人ひとりの意識から

令和６年の漁港・いさりの碑
清掃活動の様子
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第１回楽楽心のど自慢大会
を開催いたしました。
カラオケルームで練習を重
ねた、のどに自信のある２
名の利用者様と、地域交流
課長を筆頭とした６名の職
員が熱唱し、審査員の鳴ら
す鐘の数に一喜一憂してお
りました。
歌に合わせ踊り出す方もお
り、大変盛り上がり楽しい
行事となりました。

雪も解け、外出したい気分にな
る春になりました。
少し足をのばし、稚内までドラ
イブがてらのランチ＆ショッピ
ングに行ってきました。普段
中々行けないお店でのショッピ
ングを楽しみ、ランチは皆さん
に声を揃えて「お寿司 !!」と
言われ、回転寿司へ。好きなネ
タをお腹一杯食べ大満足な外出
になったようです。

小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心」での小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心」での
日常風景やイベントの様子をお伝えします。日常風景やイベントの様子をお伝えします。
■地域交流課　☎２－２７２２■地域交流課　☎２－２７２２

地域と繋がる
施設を目指して

のど自慢大会

４月

稚内外出行事

5月

手作りの

ネームボードも！

伊
藤
村
長
が
式
辞
を
述
べ
た
の

ち
、
宗
谷
総
合
振
興
局
の
西
岡
局

長
、
稚
内
警
察
署
の
横
山
署
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
表

彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
功
績
章
】

　

団
長　

船
木　

他

【
勤
続
章
（
30
年
）】

　

副
分
団
長　

木
村　

建
二

　

部
長　

須
藤　

克
章

　

班
長　

熊
谷　

明
紀

【
優
良
団
員
章
】

　

団
員　

明
戸　

希

　

団
員　

堀
井　

聖
真

　

団
員　

阿
部　

芳
基

　

団
員　

川
谷　

司

　

団
員　

依
田　

和
輝

　

団
員　

丹
治　

涼

　

団
員　

小
原　

佐
満
利

　

５
月
18
日
、
令
和
７
年
春
季
合

同
消
防
演
習
が
浜
猿
払
漁
港
で
行

わ
れ
、
猿
払
支
署
17
名
、
猿
払
消

防
団
82
名
が
演
習
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
演
習
は
、
春
の
火
災
危

険
期
に
あ
た
っ
て
、
消
防
の
全
機

能
を
最
高
度
に
発
揮
し
、
火
災
防

御
訓
練
を
行
い
、
訓
練
の
成
果
と

村
民
に
対
し
て
一
層
の
防
火
意
識

の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
習
は
浜
猿
払
地
区
で
の
火
災

を
想
定
し
た
一
斉
放
水
か
ら
始
ま

り
、
分
列
行
進
や
消
防
ポ
ン
プ
操

法
、
消
防
隊
通
常
点
検
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
迅
速

な
現
場
展
開
、
的
確
な
ホ
ー
ス
操

作
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
団
員
た
ち

は
連
携
を
取
り
な
が
ら
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
地

域
住
民
も
見
学
に
訪
れ
、
防
火
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
お
い

て
ご
尽
力
・
ご
活
躍
さ
れ
た
方
へ

表
彰
状
の
授
与
伝
達
が
行
わ
れ
、

1. 2. 3 ＿一斉放水の様子。迅速か

つ的確な動きで消火活動を行った

4 ＿第８分団（猿払・狩別地区）

が消防ポンプ操法を披露　

5 ＿表彰状授与伝達の様子

6 ＿消防隊通常点検の様子

令
和
７
年

春
季
合
同
消
防
演
習

1

6

5

3

2

4

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

猿
払
消
防
団
長
表
彰
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むらのできごとむらのできごと
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　令和７年度第１回ふれあい学級が行われ、開

級式に65名が参加しました。

 はじめに、社会福祉協議会の大西副会長と伊

藤村長からあいさつがあり、ふれあい学級につ

いての説明がされた後、参加者と村長との懇談

や、ラダーボール大会が行われました。村長と

の懇談では、旧改善センターの跡地利用に関す

る質問などがあがり、ラダーボール大会では体

を動かし、活気のある開級式となりました。

　中川町で地域おこし協力隊をされている、

フットアドバイザー鈴木謙友氏と、沖ヨガイン

ストラクターの中島まなみ氏を講師にお招き

し、子育て講座「足のお話＆足ヨガ講座」が行

われました。講座には８名が参加し、足の運動

だけでなく、正しい姿勢などについても解説し

ていただきました。小さなボールを使った足の

運動では「思っていたよりも難しい！」といっ

た声も。参加者たちは、楽しく体を動かしなが

らも真剣に講師のお話に耳を傾けていました。

　北斗国際交流事業協同組合による技能実習生

講習会開講式が行われ、ベトナムや中国などの

実習生29名が参加しました。開講にあたり、伊

藤村長は「仕事を通じて猿払村の良さ、文化、

自然など色々なことを学び成長していただきた

いと思います。さらに、様々なイベントにも参

加していただき、村民とも交流を深めてほしい

です。」と歓迎の挨拶を述べました。

　伊藤村長が枝幸町子育てサポート拠点施設

「にじの森」を視察しました。施設内を見学さ

せていただいた後、心とからだのサポート団

体「にじをつなぐ会」代表の村山純子氏に、「に

じの森」ができるまでの経緯や、子育ての援助

を受けたい方・行いたい方を繋ぐファミリーサ

ポートセンターの仕組みや運営について説明し

ていただきました。

　第２回ふれあい学級が開催され、45名が参加

しました。

　この日は風が強く、気温もやや低い中での開

催でしたが、参加者たちはブルーシートを広げ

たり、ベンチに座りながらおしゃべりをしつつ

綺麗に咲いた桜を鑑賞するなど、和やかな時間

を楽しみました。

え、子ども４人・大人３人による団体戦「小山

内猛杯」が開催され、応援も盛り上がる中、最

後まで白熱した試合が展開されました。

結果は以下のとおりです。※敬称略

【個人戦】

■中学生男子の部

第３位：杉本健輔

■中学生女子の部

第３位：中村澪

　　　　　　　

【団体戦】

■小学生低学年の部

準優勝：猿払剣道スポーツ少年団Ａ（岩本季唯、

永井瑛登、太田萌咲）

■小山内猛杯

準優勝：猿払（世永真那、太田萌咲、五十嵐湊、

太田恋羽、川谷悠真、山口楓弥、吉田拓哉）

　池田達雄消防庁長官から、稚内地区消防事務

組合猿払消防団に対し表彰旗が伝達されました。

　この表彰旗は、防災思想の普及、消防施設の

整備、その他の災害の防御に関する対策の実施

について、その成績が特に優秀で、かつ、他の

模範と認められる消防機関に贈られるものです。

　第16回猿払青少年剣道大会が開催され、宗谷

管内はもとより、上川管内やオホーツク管内な

ど、多くの地域から168名の参加がありました。

　その中で、猿払剣道スポーツ少年団の子ども

たちは、日ごろの稽古の成果を発揮し、元気

よく試合を展開していました。今回の大会がデ

ビュー戦となる子もいましたが、一所懸命声を

出しながら力一杯頑張っていました。

　また今年から、長年にわたり剣道少年団の指

導をされていた小山内猛さんの生前の功績を讃

優秀な消防活動を称えて
日 ４月28日(月) 役場場

ふれあい学級開級式

足ヨガで健康に！

４月４日(金)日

４月22日(火)日

４月14日(月)日 保健福祉総合センター場

児童館場

交流センター場

技能実習生講習会開講式子どもたちの未来のために視察へ 春の訪れを満喫
枝幸町場 まさみつ公園場５月16日(金)日５月19日(月)日

鍛錬の成果が光る一日
スポーツセンター場5月18日(日)日



アメリカの卒業式は６月！！

　日本の学校の卒業式は３月に

行われていますが、アメリカの

学校の卒業式は今時期の６月頃

に行われます。

　日本の卒業式では、先生や友

達と離れる寂しさから涙する生

徒も多く、「卒業＝寂しい」と

いったイメージがありますが、

アメリカでは卒業式の後にホー

ムパーティーを開催するなど「卒

業＝嬉しい」といったイメージ

が強くあります。

　アメリカの卒業式といえば、

映画などで卒業生がいっせいに

帽子を上に投げるシーンを見た

ことがあるかと思います。卒業

生が帽子を投げるのは、卒業し、

新しい人生に踏み出すことを意

味しており、喜びと達成感を表

現するための伝統行事です。

「ハットトス」とも呼ばれ、も

ともとは海軍士官学校で始まっ

たといわれています。中には帽

子に将来の自分へのメッセージ

を書いたり、可愛くデコレーショ

ンをしたりする生徒もいます。

保育園児の頃はそのような卒業

式に憧れて、写真のように自作

の帽子をみんなでかぶっていま

した。

　最近では、猿払村の小学校を

卒業した生徒たちを思い出し、

元気にしているかな？と気にし

ています。中学校の英語の授業

はまた一段と難しくなると思い

ますが、楽しみながら中学校生

活を送ってほしいなと思います。

Hello!!
ALT
外国語指導助手（ALT）

キム

　５月 18日に行われた第 16回猿

払青少年剣道大会に準備や運営の

お手伝いとして参加したことで、

とても貴重な経験ができました。

今まで剣道大会がどのように行わ

れているのか知らなかったのです

が、今回の体験を通して初めて理

解しました。

　大会当日、道場でいつも見かけ

る子ども達は普段とはまるで別人

のようでした。普段は明るくいつ

も笑顔な子ども達が、試合になる

と真剣な表情で竹刀を握り、全力

で戦う姿にはとても感動しまし

た。また、試合は勝ち負けを決め

るだけでなく、互いに学び合う機

会でもあると改めて感じました。

技術だけではなく、礼儀や思いや

りの大切さも、試合を通じて自然

と身に付くのだと思います。私の

道場の横断幕に書いてあるスロー

ガンは「百錬自得」です。以前か

ら、なぜ『練』ではなく『錬』な

のかと気になっていたのですが、

『練』は生糸をねること、『錬』

は金属を鍛えることを指すそうで

す。どちらも「きたえる」という

意味はありますが、『錬』にはよ

り強く、厳しく鍛えるという意味

が込められているのだと感じまし

た。つまり「百錬自得」とは、「繰

り返し鍛錬を重ねることで、自然

と得られるものがある」という教

えです。まさに今回の大会で見た

子どもたちの姿そのものでした。

私も、大学時代の武道の試合を思

い出し、初心にかえり頑張ろうと

いう気持ちになりました。

剣道大会で感じた成長と感動

国際交流員（CIR）

アイン

Xin chào!!
CIR

保育園卒業式のキム

剣道大会の様子

9 ― ― 8
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猫の刻参りカフネ 天狼

みまもりねこ ネットのぼうはん藤井聡太ものがたり
ーぼくは将棋で世界をえがくー

江戸は神田三島町にある三島

屋の次男坊富次郎は、 変わり

百物語の二代目聞き手。 飼い

主の恨みを晴らす化け猫、 命

懸けで悪党壊滅に挑む河童、

懺悔を泣き叫ぶ山姥が登場す

る客人の身の上話を聞いてい

る。 一方、 兄 ・ 伊一郎の秘密

の恋人が出奔。 伊一郎の縁談

を巡って、 三島屋は大騒動に

巻き込まれてしまう…。

法務局に勤める野宮薫子は、

溺愛していた弟が急死して悲

嘆にくれていた。 弟が遺した

遺言書から弟の元恋人 ・ 小野

寺せつなに会い、 やがて彼女

が勤める家事代行サービス会

社 「カフネ」 の活動を手伝う

ことに。 弟を亡くした薫子と弟

の元恋人のせつな。 食べるこ

とを通じて、 二人の距離は次

第に縮まっていく。

須田巡査部長が、 臨海所管

内のスナックのマスターから相

談を受けた。 ミカジメ料を要

求されたという。 安積と須田

は暴力犯係の真島係長に相談

し、 見回りを強化してもらうこ

とに。 一方、 管内で立て続け

に傷害事件が発生する。 湾岸

エリアが物騒な空気に包まれ

る中、 速水小隊長が救急搬送

されたとの連絡が入って…。

街の小さな公園のベンチに、

ひとびとを見守る、 幸せなね

こがいました。 けれど、 ねこ

はもうおばあさん。 みんなに

お別れをいう日が近づいて

きました。 たったひとつだけ、

気がかりなことがありました。

いつもひとりぼっちで、 泣い

ている女の子のことです…。

時を超える優しい 「ねこ」 の

物語。

デジタル新時代の闇から身を

守るための35のネットのルー

ルを、 絵本感覚で楽しく教え

られる絵本。 ネットを安全に使

うための心構えや、 危ないこと

が起こったときにとるべき行動

をやさしくこわすぎないイラス

トでまとめています。 「命の守

り方」 だけでなく 「加害者に

ならないための注意点」 も紹

介しています。

将棋棋士　藤井聡太さんの歩

みが絵本に！初めて将棋と出

会ったときのワクワクする気持

ち。 夢中になって盤に向き合

い続けてきたその姿。 棋士と

なり、 29連勝、 最年少タイト

ル獲得、 史上初の八冠達成な

ど数々の記録を達成する中で

の思いや、 それぞれの瞬間の

きらめきを、 絵本という形を通

じて届けます。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

宮部　みゆき 著 今野　敏 著阿部　暁子 著

山本　省三　作

村山　早紀　作
清水　奈穂 著

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
１
年
間

で
も
っ
と
も
気
温
が
高
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
ま
だ
身
体
が
十
分
に
暑
さ
に
慣

れ
て
い
な
い
う
え
、
野
外
の
暑
い
環
境

で
活
動
す
る
機
会
が
次
第
に
多
く
な
る

時
期
で
す
の
で
、
熱
中
症
発
生
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
気
温
が
高
い
な
ど
の
環
境

下
で
、
体
温
調
節
の
機
能
が
う
ま
く
働

か
ず
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
室
内
に
い

る
場
合
は
風
通
し
を
良
く
し
、
扇
風
機

や
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
用
す
る
な
ど

部
屋
の
温
度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
庁
と
環
境
省
は
共
同
で
、
「
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
を
毎
年
４
月
第

４
水
曜
日
か
ら
10
月
第
４
水
曜
日
ま
で

の
間
で
発
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
重
大

な
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
暑
さ
が
広
域

的
に
予
想
さ
れ
る
場
合
、
よ
り
上
位
の

「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
を
環

境
省
が
発
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
熱
中
症
の
危
険

性
が
き
わ
め
て
高
く
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
場
合
に
、
暑
さ
へ
の
「
気
づ
き
」

を
呼
び
か
け
国
民
の
熱
中
症
予
防
行
動

を
効
果
的
に
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

等
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、

・
熱
中
症
を
他
人
事
を
考
え
ず
、
暑
さ

か
ら
自
分
の
身
を
守
る

・
屋
外
で
の
運
動
及
び
長
時
間
の
作
業

を
や
め
る

・
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
の
補
給
を
す
る

・
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
高
齢
者
に

は
、
周
囲
か
ら
予
防
の
声
掛
け
を
す
る

な
ど
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
可
能

で
あ
れ
ば
、
よ
り
涼
し
い
施
設
へ
の
避

難
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
管
理
者
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
延
期
や
中
止
も
含
め
た
熱

中
症
対
策
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
等
の
発
表

状
況
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
「
環
境
省
熱
中

症
予
防
情
報
サ
イ
ト
」
な
ど
で
確
認
で

き
ま
す
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９　

情報広場
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■
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１　

　

道
村
民
税
の
第
１
期
の
納
期
限
は
６

月
30
日
㈪
で
す
。
納
期
限
内
の
納
付
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

令
和
７
年
６
月
６
日
㈮
に
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
法
律
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
で
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
で
き
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
場
所　

猿
払
村
役
場
１
階　

第
１
会

議
室

▼
相
談
料　

無
料

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
枝
幸
ひ
ま
わ
り
基
金
法

律
事
務
所

☎
０
１
６
３
‐
６
４
‐
７
３
６
７　

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者

（2）
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

▼
申
込
受
付
期
間

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
）

６
月
13
日
㈮
午
前
９
時
～
６
月
25
日
㈬

（
受
信
有
効
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

h
i
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

go.jp/juken.html

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な

い
場
合
、
受
験
を
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
を
所
管
す
る
国
税
局
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
第
１
次
試
験

【
内
容
】
基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、

作
文
試
験

【
日
程
】
９
月
７
日
㈰

▼
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

10
月
９
日
㈭

▼
第
２
次
試
験

【
内
容
】
人
物
試
験
、
身
体
検
査

【
日
程
】
10
月
15
日
㈬
～
10
月
24
日
㈮

の
う
ち
指
定
す
る
日

▼
最
終
合
格
者
発
表
日

11
月
18
日
㈫

▼
対
象
者

①
令
和
７
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
100
歳
の

年
齢
に
な
る
方

※
今
年
度
に
限
り
100
歳
以
上
の
方
は
全

員
対
象

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
免
疫
機

能
に
障
害
を
有
す
る
方

▼
予
約
先　

猿
払
村
国
保
診
療
所

☎
２
‐
３
３
３
１

▼
接
種
場
所　

猿
払
村
国
保
診
療
所

▼
接
種
時
間

　

毎
週
月
曜
11
時
～
11
時
半

　

も
し
く
は
15
時
～
16
時

■
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
２
‐
２
０
４
０

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務

署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
の
採
用
試

験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
験
資
格

（1）
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

　

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘
（
い
わ

ゆ
る
『
水
ぼ
う
そ
う
』
）
に
か
か
っ
た

時
に
体
の
中
に
潜
伏
し
た
水
痘
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
が
加
齢
、
疲
労
、
免
疫
抑

制
状
態
な
ど
の
免
疫
力
の
低
下
に
よ
っ

て
再
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
経

支
配
領
域
に
沿
っ
て
、
典
型
的
に
は
体

の
左
右
ど
ち
ら
か
に
帯
状
に
、
時
に
痛

み
を
伴
う
水
泡
が
出
現
す
る
病
気
で

す
。
そ
の
た
め
、
予
防
接
種
を
す
る
こ

と
で
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
対
象
と
な
る
方
は
無
料
で
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
へ
は
４

月
に
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
定
期
接

種
の
対
象
と
な
る
の
は
１
回
の
み
で
あ

り
、
過
去
に
接
種
歴
の
あ
る
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
歴
を
確
認

の
う
え
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
猿
払
村

国
民
健
康
保
険
診
療
所
ま
で
電
話
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
相
談
等
は
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

札
幌
国
税
局
か
ら
税
務
職

員
募
集
の
お
知
ら
せ

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

無
料
法
律
相
談
会
の

お
知
ら
せ

税
務
係
か
ら
納
期
の

お
知
ら
せ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
に
つ
い
て



みなさんから応募のあった、６月生まれのお子さんを紹介
します。１歳～６歳までの猿払村に住んでいる子どもが対
象です。Facebookや Instagramから応募ができますので、
お気軽にご応募ください。　　※毎月 15 日が締め切りです

※掲載年齢は、誕生日以降の年齢です

ー応募方法ー

①役場への持ち込み

・写真のデータを役場までお
持

ちください。

②ＳＮＳからデータ送信

・猿払村公式 Facebook、

Instagram のメッセージ機能

から写真を送ってください。

詳しくは下の二次元バー

コードにアクセスください。

「輝くさるふつキッズ」「輝くさるふつキッズ」

ご応募お待ちしています！ご応募お待ちしています！

和野 紅
く れ は

花さん (６)

和野 白
は く

さん (５)
佐藤 綺

あ や と

音さん (５)
2019 年 6 月 23 日生まれ

2020 年 6 月 24 日生まれ
2020 年 6 月 1 日生まれ

保護者 ： 和野 竜二さん

保護者 ： 佐藤 邦洋さん

Q1 Q2 Q3

※答えは来月号で
紹介します「６月に関する雑学クイズ」

６月の第３日曜日は何
の記念日でしょう？

日本の風物詩のひとつ
である「梅雨」の時期
に多く見られる花はど
れでしょう？

６月によく登場するカ
タツムリの別の呼び名
は何でしょう？

①母の日
②敬老の日
③父の日

①チューリップ
②アジサイ
③コスモス

①ウミウシ
②ナメクジ
③マイマイ

山岸 吏
り き

騎さん (４)

2021 年 6 月 18 日生まれ

保護者 ： 山岸 権太朗さん

なかよし号巡回

日 付 時間 場所

6 / 10 火
10:00 知来別小学校

13:00 浜鬼志別小学校

6 / 11 水
12:30 浅茅野台地

13:05 浅茅野小学校

6 / 18 水
11:00 狩別

12:55 鬼志別小学校

むらのカレンダー（６月１日～７月10日まで）

予　　定 日 付 時 間 場　　所

健康

エアロビ教室

6 / 2

月 10：00 保健福祉総合センター

6 / 9

6 / 16

6 / 30

7 / 7

けんこう運動教室

（ころばん運動教室）

6 / 4

水 13:00 保健福祉総合センター6 / 18

7 / 9

けんこう運動教室

（はつらつ運動教室）

6 / 4

水 14:00 保健福祉総合センター6 / 18

7 / 9

男の栄養教室
6 / 19

木 11:00 保健福祉総合センター
7 / 10

ゆっくり栄養教室 6 / 26 木 11:00 保健福祉総合センター

いきいき栄養教室 6 / 20 金 10:30 保健福祉総合センター

５種混合ワクチン予防接種

6 / 4

水 15:00 村国保診療所6 / 18

7 / 2

日本脳炎予防接種

（３歳～７歳６ヶ月対象）

6 / 5

木 15:00 村国保診療所

6 / 19

6 / 26

7 / 3

7 / 10

麻しん・風しん混合

ワクチン予防接種

6 / 6
金 15:00 村国保診療所

7 / 4

日本脳炎予防接種

（９歳以上対象）

6 / 2

月 15:00 村国保診療所
6 / 16

6 / 30

7 / 7

ロタウイルスワクチン

予防接種

6 / 10
火 15:00 村国保診療所

7 / 8

ヒブ・小児肺炎球菌

ワクチン予防接種

6 / 11

水 15:00 村国保診療所6 / 25

7 / 9

４種混合ワクチン予防接種
6 / 9

月 15:00 村国保診療所
6 / 23

水痘ワクチン予防接種 6 / 13 金 15:00 村国保診療所

ＢＣＧワクチン予防接種 6 / 12 木 15:00 村国保診療所

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種
6 / 20

金 15:00 村国保診療所
6 / 27

子育て

あそびの広場

6 / 4
水

10:00 鬼志別保育所

6 / 11

6 / 26 木
7 / 2

水
7 / 9

おでかけ広場
6 / 16 月

10:00
知来別小学校公園

7 / 8 火 さるふつ公園

おはなし広場 6 / 17 火 10:00 鬼志別保育所

子育てサロン 6 / 12 木 15:30 鬼志別保育所

カフェの日 6 / 6 金 10:00 鬼志別保育所

子育て講座

「身体よろこぶ簡単おかず」
6 / 3 火 10:00 鬼志別保育所

● むらのうごき
　  令和７年5月１日現在（ ）内は前月比

世帯 男性 女性 人口
1,299世帯

（+47世帯）
1,259人

（+5人）
1,341人

（+27人）
2,600人

（+32人）

戸  籍  の  窓  口
4月15日～5月14日までの届出
個人情報保護のため、本人・ご家族の希望があったものを
掲載しています。（敬称略）

● ご寄附・・・ 善意をありがとうございます
村外の方から274件のふるさと寄附がありました。

● お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所

大西　芳昭 79歳 浅茅野
佐藤　カネ 87歳 浜鬼志別
畠山　誠一 81歳 鬼志別南町

● ご誕生・・・ 健やかに育ちますように
出生日 出生児 両親の名前 住　所

4/26 佃　颯
は や と

人 伸之輔・萌夏 鬼志別南町

「2025 年広報猿払５月号」６ページ「そ

れぞれの栄誉を称えて」内にあります、

須藤久子様が出場された種目名の表記に

誤りがございましたので、お詫びして訂

正いたします。

×：砲丸投げ

〇：立ち幅跳び

2025 年広報猿払５月号に関する
お詫びと訂正

イベント・その他

英会話教室

6 / 5

木 18:30 役場（第５会議室）

6 / 12

6 / 19

6 / 26

7 / 3

7 / 10

春の体力測定会 6 / 10 火 18:30 農村環境改善センター

13 ― ― 12



最近では最高気温が 10℃を超える日が続くほ

ど、だんだんと夏に近づいてきましたね。夏と

いえば、外で焼き肉！というイメージがありますが、みなさん

は外で焼き肉をすることを「炭おこす」「炭やる」といいます

か？？聴き馴染みのある言葉ですが、外で焼き肉をすることを

「炭やる」で通じるのはどうやらこの辺りだけのようで、札幌の

方だと「バーベキューする」というそうです。方言なのかな？？

と思い調べてみましたが、「炭やる＝外で焼き肉」というのはヒッ

トしませんでした。私の地元稚内でも「炭おこす」や「炭やる」

といいますが、一体どこの地域まで通じるのか、気になりますね。

個人的に寒さに弱いので、今年の夏は長く続くといいなと思っ

ています。

時事雑感

　
　
「
米
粉
パ
ン
教
室
」
講
師
　
　
林
　
美
恵
子

第 61 回

　

現
在
、
猿
払
村
で
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
米
粉
パ
ン
」
の
教

室
を
開
催
し
て
い
る
、
村
内
在
住
の
林

美
恵
子
さ
ん
に
教
室
を
始
め
た
き
っ
か

け
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。

ー
普
段
の
活
動
に
つ
い
て

　

猿
払
村
・
浜
頓
別
町
・
中
頓
別
町
の

各
教
室
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
教
え
な
が
ら
、
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン

及
び
対
面
で
米
粉
パ
ン
教
室
の
レ
ッ
ス

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、
小

さ
い
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
々
ま
で

幅
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
お
り
、

臨
時
体
験
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

米
粉
パ
ン
作
り
は
、
体
に
悩
み
の
あ

る
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
に
人
気
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
を
中
心
に
１
年

間
で
３
０
０
人
以
上
の
方
々
に
レ
ッ
ス

ン
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ー
米
粉
パ
ン
教
室
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

も
と
も
と
パ
ン
作
り
が
好
き
で
、
今

で
も
た
ま
に
小
麦
パ
ン
は
作
っ
て
い
ま

す
が
、
教
室
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
な
ら
こ

の
辺
に
は
な
い
、
米
粉
パ
ン
を
作
り
た

い
と
思
い
、
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
猿

払
村
に
は
パ
ン
作
り
の
習
い
事
が
で
き

る
教
室
が
な
く
、
旭
川
や
札
幌
に
通
い

な
が
ら
色
々
と
資
格
を
取
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
資
格
取

得
を
で
き
る
の
で
、
猿
払
村
の
お
母
さ

ん
達
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
場
所
を
作
り

た
い
と
思
い
活
動
を
始
め
ま
し
た
。　

パ
ン
屋
の
な
い
猿
払
村
に

「
米
粉
パ
ン
」
を
広
め
た
い

ー
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

米
粉
パ
ン
教
室
は
、
生
徒
さ
ん
の
予

約
状
況
に
合
わ
せ
不
定
期
で
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が

増
え
た
今
、
食
育
と
し
て
親
子
で
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
に
来
て
く
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
米
粉
パ
ン
は
ど
ん

な
の
？
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
今
後
は
米
粉
パ
ン
の
試
食
会
も
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
屋
さ
ん
の
な
い
猿
払
村
で
す
が
、

自
分
で
作
る
安
心
安
全
な
米
粉
パ
ン
を

も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

発行　猿払村
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